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Introduction 

蛍光ガラス線量計･小型素子システムは、被曝線量や放射線治療における吸収線量の測定など、幅

広いエネルギー領域における線量測定に用いられている。我々は、2003年から KEK-PFのシンクロ

トロン放射を利用し、単色 X線におけるエネルギー特性について調査してきた。その中で、低エネ

ルギーに対する特性について調べてきた。蛍光ガラス線量計は、ラジオフォトルミネセンスの量

（RPL量）と線量計素子の吸収線量が比例することを利用した線量計である。そのため、EGS4によ

り素子内の吸収線量を計算することで、これらの実験で得られた特性について確認･検討した。 

Method 

旭テクノグラス株式会社製の蛍光ガラス線量計・小型素子システム Dose Ace を用いた。素子は

GD-301 を用いた。素子の組成は銀活性リン酸塩ガラス、形状は直径 1.5mm、長さ 8.5mm の形状で

あり、アクリル樹脂製のホルダ（直径 2.8mm、内径 1.8mm、長さ 9.5mm）に入れて通常は使用する。

読取装置は FGD-1000を用い、読取詳細は直径 1mmの紫外線レーザーを素子長軸方向から中心に入

射させて発光させる。この光を光電子増倍管により読み取り、線量へ変換する。今回用いた FGD-1000

は、Cs-137の空気カーマにより校正されている。 

実測は、線束を 1.0×1.0cm2にコリメートした単色X線を 8～80keVまで照射して、自由空気電離箱

線量計によりエネルギー毎の空気カーマを測定しながら素子に照射した。エネルギー特性は、

FGD-1000 から出力される空気カーマと自由空気箱線量計で測定された空気カーマの比で求めた。

EGS4では、素子内の吸収線量と空気カーマを実測と近い条件で計算させた。また、計算対象となる

光子線エネルギーが非常に低いので、低エネルギー光子用に拡張されたNEGS4を用いた。 

Results and discussions 

 図 1に実測と EGS4により得られた、蛍

光ガラス線量計･小型素子システムのエネ

ルギー特性とこれらの差を示す。また、素

子と空気の質量エネルギー吸収係数比も

示す。質量エネルギー吸収係数比と比べて、

40keV以下のエネルギーで急な低下が見ら

れる。全体的に EGS4による結果が、実測

より高い値を示し、エネルギーに比例して

差が小さくなることがわかった。これらの

原因は、低エネルギー程に素子内での吸収

線量の分布が急激に変化することが影響

していると考えられる。言い換えれば、素

子内から発光する RPL 量の分布が偏って

いることが原因と考えられる。 
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図 1 エネルギー特性 


